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19世 紀 アメ リカの黒 人女性作家 たち
一福音伝道者の 自伝の考察一

高 見 恭 子

(1)

アメリカでは19世 紀 に多 くの女性 たちが,自 分たちの信仰体験 を綴 った自伝

を書 き残 している。その女性たち とは,い わゆるキ リス ト教の福音伝道者であ

る。当時のアメリカは拡大主義の時代であったが,そ の一環であるプロテスタ

ントの改宗運動 は,そ れ まで アメ リカ社会か ら取 り残 されて きた集団,す なわ

ち,白 人女性 と黒人 をその渦の中に巻 き込んでいった。その中で活躍 した女性

の伝道者たちの 自伝は,当 時の宗教活動のダイナ ミズムを記録 した貴重な資料

であると言 える。そ して,さ らに重要なことは,そ こに描かれている女性たち

の生涯は,一 般社会のみならず,宗 教界 において も,彼 女たちの前 に立ちはだ

かっていた様 々な障壁,す なわち伝統的な価値観や差別や偏見,を 打 ち破 る闘

いの連続であったことを示 している点 にあると言 える。19世 紀アメ リカで展開

された宗教活動 は,女 性 に何 をもた らしたのか,こ こでは黒人の女性伝道者に

焦点を当てなが ら考察 してみたい。

以下に示すのは,19世 紀に書かれた黒人の女性伝道者の自伝 である。それ ら

は初版 されてか ら百数十年 もの長い間省み られることはな く,歴 史の闇に埋 も

れたままであったが,近 年になって ようや く光が当て られ,再 販 されるように

なった。
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さて,こ れ らの 自伝 は,タ イ トル に示 され て い る よ う に,作 者 は黒 人 女 性 で,

一 様 に
,伝 道 の旅 を綴 っ た もの で あ る こ とが分 か る。又,ア マ ン ダ ・ベ リー ・

ス ミス(1837-1915)の 『自伝 』(AnAutobiography)を 除 く と,,い つ れ も 自

費 出 版 さ れ て い る 。 ジ ル フ ァ ・エ .ロー(ca.1790-?)の 『思 い 出 の 記 』

(Memoirs)は,彼 女 が ロ ン ドンで の 五 年 間 の 布 教 活動 を終 え,帰 国 の 途 につ
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く前に,世 話になった人々に贈 る贈呈本 として自費出版 されたものであるが,

それ以外 のほ とん どは,伝 道の旅 を続ける資金 を得 るために書かれた ものであ

る。彼女たちは教会や野外集会等,行 く先 々でそれを手渡 しで売 りあるいたと

いう。尚,サ ジャナー ・トゥルース(ca.1797-1883)の 『体験記』(Narrative)

の著者がオリーヴ ・ギルバ ー トとなっているのは,ト ゥルース 自身は文字の読

み書 きがで きなかったため,他 の人物に口述筆記 させ たか らである。

以下,上 に上げた自伝の作者たちの背景 を概略 し,更 に,幾 つかの 自伝 を具

体的に考察す ることで,19世 紀 アメリカの黒人女性伝道者の果た した役割を探

ってい くことにする。

(2)

最初 に,自 伝 の作 者 た ちの 宗 派 を見 て お くこ とにす る。 この 中で,ジ ャ リー

ナ ・リー(1783-?),ジ ル フ ァ ・エ ロ ー,ジ ュ リ ア ・A・J・ ブ ー ト(1823-

1900),ア マ ン ダ ・ベ リー ・ス ミス は,い つ れ も メ ソ ジ ス トで あ る。 トゥル ー

ス は神秘 的 な教 団 に入 って いた よ うだが,ナ ンシ ー ・G・ プ リ ンス(1799-?)

に 関 して は,そ の こ とに触 れ た資 料 を見 つ け る ことがで きなか った。 自伝 を書

き残 した者 た ちの ほ とん どが,な ぜ メ ソ ジス トで あ った の か,興 味 深 い と こ ろ

で あ る が,こ こで は あ え て そ の 事 実 に眼 を向 けるだけ に止 めてお く。

ところで,こ れ ら 自伝 の作 者 た ち は,押 し並 べ て優 れ た霊 能者 で あ り,弁 術

に長 け た カ リス マ 的 な伝 道 者 で あ った ようだ。例 えば,ハ リエ ッ ト ・ビー チ ャ

ー ・ス トウが 「リ ビアの巫女 」(TheLybyanSibyl)1)と 称 した こ とで
,そ の

存 在 が 一 躍 全 米 に 知 られ る よ うにな った トゥルース は,非 常 に大 柄 で,純 粋 な

ア フ リ カ人 の 容 姿 の 持 ち主 で,い つ も頭 に ター バ ン を巻 き,ア フ リ カの 衣 装 を

身 に纏 っ て い た。彼 女 は黙示録 の雷 鳴 を思 わせ る轟 く声 で,聴 衆 を圧 倒 した と

い う。 また,紐 の 付 い た ボ ン ネ ッ トを被 り,ク エ ー カ ー教 徒 の 衣 装 を身 に付 け,

胸 に 十 字 架 を掛 け た ア マ ンダ ・ベ リー ・ス ミス は,美 しい容 姿 と声 の 持 ち主 で,

聴 衆 を魅 了 した。 「歌 う巡 礼 者 」(SingingPilgrim)と 呼 ば れ た彼 女 は,黒 人 の
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ための学校 を建てる資金作 りのため,フ ィスク大学のジュビリー ・シンガーズ

の一員 として各地を巡ったこともあった。

トゥルース とス ミス を例 に挙 げ,黒 人女性伝道者の姿の一端 を紹介 したが,

彼女 たちの生涯 は,概 ね自伝 を通 して しか知ることがで きない とされている。

しかも,自 伝 は信仰体験 と福音伝道 に焦点が当て られてお り,私 生活に関す る

記述は最小 限に止め られている。又,自 伝発表後の生涯は,没 年が分か らない

ケースが示 しているように,不 明である。だが,こ れ らの 自伝は,彼 女たちが

どのような経緯 を経て宗教活動家 になっていったのか,な ぜ彼女たち女性の活

動家は,聖 職者 としてはな く,民 間の伝道者 として活動 しなければならなかっ

たのかとい う問い掛 けに関 しては,十 分に答えて くれている。 こうした点 を考

察 してい くにあたって,先 ずは,伝 記か ら浮かび上がって くる彼女たちの共通

項 を,女 性である部分 と信仰者である部分の二つの側面に分け,簡 単に述べて

お くことにする。

先ず,女 性 としての側面を見てい くことにす る。サ ジャナー ・トゥルース と

アマ ンダ ・ベ リー ・ス ミスは奴隷の生 まれであるが(ト ゥルースは逃亡奴隷で

あ り,ス ミスは幼いころ父親が 自分 を含めた家族 を買い取 り自由を得ている),

そ の他の人物,ジ ャリーナ ・リー,ジ ルファ ・エロー,ナ ンシー ・G・ プリン

ス,ジ ュ リア ・A・J・ ブー トは自由黒人 として生 まれている。成人後逃亡 し

た トゥルースは別 として,こ れ らの人物 は,黒 人であることか らくる差別や貧

困を除 くと,19世 紀アメ リカの女性 たちの生 き方 を踏襲 していることが分かる。

彼女たちの多 くは七,八 歳で白人家庭 に家事奉公 に出されている。 ブー トのよ

うに人種差別により学校への入学を拒否され,や むな く奉公に出されたケース

もあるが,概 ね経済的な理由によるものである。その間,正 規の学校教育を受

ける機会 を得 ることがで きなかったため,彼 女たちはほぼ独学で,文 字の読み

書 きを習得 している。その後,当 時の年季明けは十八歳であったらしいが,十

代後半で結婚 し,夫 の職業の都合で,親 元か ら遠 く離れた場所 に移住 している。

ナ ンシー ・G・ プリンスの場合 は,黒 人女性 として というよ り,当 時のアメリ

カ女性 としては希有 な例 だと言 えるが,二 十五歳で結婚 し,そ の直後,後 にロ
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シァ皇帝の王女の召使い となる夫 と共 に,ロ シアに渡っている。彼女 はそこで

現代ギ リシャ語,フ ランス語,英 語 を習い,人 々の生活 を生 き生 きと描 いた見

聞録 を書 き,ペ テルスブルグでは子供の下宿屋 を営 んだ りしたという。

結婚生活 に関 して も,自 伝の中では必要最低限の出来事 を述べ るに止められ

ているのだが,一 様に,慣 れない土地によるス トレスや,夫 の無理解か ら生 じ

る精神 的な葛藤 に苦 しみ,決 して幸せ なものではなか ったようだ。夫たちは,

奴隷制度が存続 していた時代 にあって,牧 師,船 員,商 人,職 人 といった中産

階級の 自由黒人であ り,豊 か とは言えないまでも,大 半の同胞が奴隷であった

時代の黒人 としては,非 常 に恵 まれた一握 りの階層 に属 していた。そ して,彼

らは当時の白人社会の厳格 な家父長制度に習い,妻 に対 しては服従 を強いてい

たことが伺える。そ うした中,彼 女 たちが求める安寧が,結 婚生活その ものの

中にあったとは言 えないようだ。その最 も大 きな要因は,後 に述べるが,彼 女

たちが夫 との主従関係 よりも,神 との主従関係 を第一義 としたか らだ と考えら

れる。いずれにせ よ,結 婚生活はあ まり長 く続 かず,お しなべ て夫や子供 と死

別 している。幼い子供 を抱 えた,あ るいは子供のいない寡婦 となってか らは,

生計 を立てるため,教 師になった り再び奉公 に出るなどして,経 済的自立を果

た している。早期の結婚,多 産,子 供 との,さ らに夫 との死別 といった彼女た

ちが遭遇 した一連の不幸な出来事は,当 時 としてはさほ ど珍 しい ものではなか

ったと思われる。だが,皮 肉なことに,彼 女たちは自分 たちを襲 った悲劇 によ

って,結 婚制度の束縛か ら開放 され,自 己の能力 を最大限に発揮する場(信 仰

の世界)を 獲得 してい くのである。余儀な くされた もの とはいえ,伝 統的な女

性の生 きかた,つ ま り,良 き家庭人 とい う,当 時の女性 に課せ られた"聖 なる"

役割を放棄することによって,彼 女たちは自己実現 を果た してい くのである。

次に,信 仰者 としての側面 を考察 してみ よう。彼女たちが宗教活動家 となる

に至るプロセス もまた一様である。いずれ も,十 四,五 歳で最初の回心あるい

は魂の覚醒(conversion)を し,そ の後,二 十歳前後で改宗 し,浸 礼 を受けて

いる。回心か ら浸礼 に至 る間に,彼 女たちは信仰上の様 々な葛藤か ら,幻 聴,

幻視,幻 夢 といった形 で,超 自然的な宗教体験 をする。そ して,こ うした神の
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世界 との交信は,彼 女たちにある時決定的な瞬間をもた らす。つ まり,そ れは,

神 の福音 を伝 える伝道者 となることを,自 らの使命 として受け入れる瞬間であ

る。 この時を境に,彼 女たちの信仰は,私 的な ものか ら社会的なものへ と変化

するのである。だが,彼 女たちの前途には,そ れを阻もうとする社会の障壁が

立ちはだかっていた。それは結婚制度(世 俗)と 教会制度(聖 域)の 両者に存

在する女性差別であった。

(3)

こ こか らは,既 に示 した 自伝 の 中 か ら,ジ ャ リー ナ ・リー の 『人 生 と信 仰体

験 』,ジ ル フ ァ ・エ ロ ー の 『思 い 出 の 記』,ジ ュ リ ア ・A・J・ ブ ー トの 『火 か

ら取 り出 した燃 えさ し』2)の 三 つ の 作 品 を取 り上 げ,黒 人 女 性 伝 道 者 の 辿 っ た

軌 跡 を,同 じ く彼 女 た ち の信 仰 と女 性 と しての側 面 に分 け,具 体 的 に考 察 す る

こ と とす る。

先 ず は,信 仰 の 面 か ら見 て み よ う。 ジ ャ リーナ ・リー は 『人生 と信 仰体験 』

の 中 で,メ ソ ジ ス トの 創 立 者,ジ ョ ン ・ウ ェ ズ レ ー の 唱 え る 「救 済 」

(salvation)の プ ロ セ ス に言 及 して い る。 そ れ に よる と,救 済 は,罪 の 自覚 の

結 果 生 じる 「悔 い 改 め」(repentance),キ リス トの 蹟 罪 に よっ て 神 の恩 恵 を蒙

り,罪 を許 され る 「義 認 」(justification),完 全 に 罪 か ら開放 され,霊 的 に完 成

さ れ た 生 涯 を 送 る資 格 を与 え られ る 「是 認」 また は 「清 め」(sanctification)

(そ れ は精 霊 が 宿 る こ とに よっ て証 明 され る)の 三 段 階 をへ て完 了 す る とい う。

自伝 には,三 人 が 一 様 に この プ ロ セ ス を辿 ってい った こ とが示 されてい る。 以

下,こ れ らの 人 物 の 個 々 の場 合 を見 てい くこ とにす る。

ジ ャリーナ ・リーの ケースか ら考察 を始 め よう。第一段 階の 「悔 い改め」 に

関 して は,彼 女 は次 の よ うに語 って い る。

Notlongafterthecommencementofmyattendanceonthislady,she

hadbidmedosomethingrespectingmywork,whichinalittlewhile
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after,sheaskedmeifIhaddone,whenIrepliedYes-butthiswasnot

true.

Atthisawfulpoint,inmyearlyhistory,thespiritofGodmovedin

powerthroughmyconscience,andtoldmeIwasawretchedsinner.3)

奉公先の女主人が言いつけた仕事 をしたか と尋ねた時,彼 女は嘘をついて,し

ま したと答えて しまう。その瞬間,彼 女 は強烈な罪悪感 に襲 われるのである。

こうした罪の意識は,奴 隷制度の所産であるとされている。奴隷主は,主 人に

対 して嘘をつ くことは,神 を偽る と同様の罪である と説 き,キ リス ト教 を利用

してかれ らに絶対的な服従 を強いた。この場面は,そ の意識がジャリーナ ・リ

ーのなかにも受け継がれていることを示 している。 ともあれ,彼 女はこの出来

事によって,初 めて 自分が罪深い人間であることを自覚するのである。

その後,信 仰 に目覚めた彼女は,二 十一歳の時に改宗 し,ベ テル ・アフリカ

ン ・メソジス ト ・エ ピス コパル教会4)に 入 ってい る。その ころか ら彼女 は繰

り返 し 「説教 をせ よ」 と告げる神の声 を聞 くようになる。ある時,彼 女 は次の

ような幻夢 を体験する。

...theLordenabledmetodrawnightohim,andtohismercyseat...

thereappearedaformoffire,aboutthesizeofaman'shand,asIwas

onmyknees;atthesamemomentthereappearedtotheeyesoffaith,a

manrobedinawhitegarment,fromtheshouldersdowntothefeet;

fromhimavoiceproceeded,saying:"Thoushaltneverreturnfromthe

cross."SincethattimeIhadneverdOubted,butbelievethatgodwill

keepmeuntilthedayofredemption.5)

彼女はその不思議な体験の中で,主 の もとへ導かれて行 くのだが,脆 いた彼女

の前に,人 の手のような大 きさの火が現れる。 この火は清めの火 を暗示 してい

ると思、われる。そ して,彼 女 は長いローブを纏 ったキリス ト(ら しき人物)に
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よって,「 十字架か ら引 き戻 され ることはない」 と告げ られる。 こうして彼女

の 「義認」 は達成 されるのである。

ジルフ ァ ・エ ローの場合,「 悔い改め」は,相 次 ぐ両親の死 を自分の罪によ

るものだ と受け止めることか ら生 じている。彼女の両親 は敬度なクリスチャン

であったが,彼 女が十二歳の時に,母 親 を12番 目の子供のお産で亡 くしている。

その後,ク エーカー教徒の白人家庭に奉公に出されるが,相 次いで父親 も亡 く

す。彼女は悲 しみと孤独 の中で,ひ たす ら神の許 しを求め続 ける。次に示すの

は,幻 視体験 によって,彼 女 に 「義認」 の瞬間が訪れた時の記述である。

_myprayerwasdailyfortheLordtoasuremeoftheforginenessof

mysins;andIatlengthprovedtheverificationofthepromise,"They

thatseekshallfind"[Lukell:9];for,oneevening,whilstsingingoneof

thesongsofZion,IdistinctlysawtheLordJesusapProachedmewith

openarms,andamostdivineandheavenlysmileuponhiscountenance.

AsHeadvancedtowardsme,Ifeltthathisverylooksspoke,andsaid,

"Thyprayerisaccepted
,Iownthyname."Fromthatdaytothepresent

Ihaveneverentertainedadoubtofthemanifestationofhislovetomy

soul.6)

彼女 はついに,「 求め る者 は見いだ さん」 とい う聖書のルカ伝 の言葉 どお り,

イエス ・キ リス トとの出会いを果たすのである。そ して,そ の人物か ら 「汝の

祈 りは受け入れ らん」 と告げ られた と感 じる。彼女 はその時か ら,「 私の魂 に

対す る神 の愛 の現れ」 に疑いを抱 いたことはない と語 っている。次の引用 は,

その後間 もな くして再 び起 こった幻視体験 を述べた部分である。

AsIwasmilkingthecowandsinging,Iturnedmyhead,andsawatall

figureapproaching,whocameandstoodbyme.Hehadlonghair,which

partedinthefrontandcamedownonhisshoulders;heworealong
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whiterobedownonhisfeet;andashestoodwithopenarmssmiled

uponme,hedisappeared.7)

彼女が歌 を歌いなが ら乳搾 りをしていると,再 びその人物が現れる。その人物

は,今 度は もっと具体的な姿形 をしてお り,頭 の真ん中で分けた長い髪 を肩 ま

で垂 らし,裾 までたれるゆった りした白い衣服 を纏 っていた。彼女 はその姿 を

見て,彼 女の もとに現れた人物が,紛 れ もな くイエス ・キ リス トであったこと

を確信するのである。それか ら,彼 女は十八歳の時にメソジス ト・エ ピスコパ

ル会8)に 入会 し,そ の六 ヶ月後,改 宗 している。

ジュリア ・A・J・ ブー トは,三 人の中で最 も頻繁二に,し か もス トー リー性

に満 ちた幻視体験を した人物である。彼女は14歳 の時,ア フリカ ン ・メソジス

ト9)に 改宗 しているが,自 分に 「悔い改め」の瞬間がいつ訪れたのかははっ

きりしない と述べている。彼女の場合 は,天 使 の来訪によって 「義認」を受 け,

福音 を説 く者 として選 ばれた者である と告げられるのだが,彼 女はそれがサタ

ンの誘惑ではないかとい う疑心に苛 まれ,葛 藤す る。その苦 しみの果ての祈 り

の中で,終 にまた同 じ天使が現れ,彼 女 をイエス ・キ リス トの もとへ誘 ってい

く。次に示すのは,そ のシー ンの引用である。

...whileengageinferventprayer,thesamesupernaturalpresencecame

tomeoncemore,tookmebythehand_Hethenleadme_tillwecame

totheplacewherewasgreatquantityofwater,whichwassilver...My

handwasgiventoChrist,wholedmeintothewaterandstrippedmeof

myclothing,whichatoncevanishedfromsight.Christthenappearedto

washme,thewaterfeelingquitewarm_ThenGodtheFathersaidto

me,"Youarenowprepared,andmustgowhereIhavecommand

YOIエ,,10)

天使に誘われ水辺 にやってきた彼女は,キ リス トの手 に導かれ水 の中に入 り,
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衣服 を剥がれる。彼女はその水 は温か く,ま るでキリス トが 自分の体 を洗 って

くれたようだった と記 している。 これは正に浸礼の儀式であると言 えよう。そ

して,彼 女 は父 なる神か ら,「 汝の準備 は整 えられた,お 前 に命 じた所へ行か

なければならない」 と告げられる。神の恩寵に包 まれ,彼 女の 「是認」 は完了

するのである。

このようにして,彼 女たちはそれぞれの運命の中で,自 己の魂の 「救済」 を

獲得 し,次 の段階へ 向かうことになる。だが,既 に述べたように,彼 女たちは

その過程で,女 性であることか ら生 じる障壁に直面することになる。 ここか ら

は,彼 女たちが ラジカルな活動家へ と成長 して行 く過程に焦点を当て,見 てい

くことにす る。

二十五歳の頃にフィラデルフィアに移 ったジャリーナ ・リーは,そ こでメソ

ジス トの黒人指導者,リ チ ャー ド・アレン11)に 師事 し,信 仰 を深 めてい く。

「説教せ よ」 と告げる神の声 に応 えようと決意 した彼女 は,自 分が体験 した不

思議な出来事は伏せ たまま,ア レンに説教壇に立たせてほ しい と願い出る。だ

が,彼 は彼女が祈 りの集会 を開 くことは認めるが,女 性が説教者になることは

彼 の教義に反す るとして,そ の願 いを聞き入れなかった。 このことに関 して,

彼女は自伝の中で次の ように記 している。

Forasunseemlyasitmayappearnow-a-daysforawomantopreach,it

shouldberememberedthatnothingisimpossiblewithGod.Andwhy

shoulditbethoughtimpossible,heterodox,orimproperforawomanto

preach?seeingtheSaviourdiedforthewomanaswellasfortheman.12)

彼女は,「 当節,女 性が説教す るのは相応 しくないようだ と言 うのな ら,神 に

関 しては何事 も不可能はないとい うことを思い出すべ きである。 … 救い主

は男性 の為だけではなく,女 性の為にもお亡 くな りになった … 」 と述べて

いる。彼女 は女性の位置づけを,世 俗の世界ではなく,神 との関係において捉

え,神 の下では男女 は平等であると主張 している。その後,女 性 は地方の教会
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の牧師であった人物 と結婚 し,フ ィラデルフィアを離れることになる。夫は聖

職者であったに もかかわ らず,彼 女の宗教活動には否定的であった。彼女は見

知 らぬ土地 と信仰上のス トレスか ら体 を害 し,し かも,六 年間で夫を含め六人

の家族 を失 うとい う不幸 に見舞われる。その後,フ ィラデルフィアに戻 り,リ

チ ャー ド・アレンか ら説教 をすることを許 された彼女は,残 された二人の幼児

を親戚 に預 け,伝 道の旅 を開始することになる。

彼女の旅 は,時 には徒歩で,16マ イルの道 を行 くこともあった という。彼女

の 自伝 を見 ると,当 時の布教活動が どの様に して行われ,い かに活気に満ちた

ものであったかが伺 われる。東海岸か らイリノイ州,オ ハイオ州 に至るジャリ

ーナ ・リーの布教 の旅 は
,四 十歳 を越 える頃には2,325マ イルに達 していた。

自伝 には,次 の ようなエ ピソー ドも記 されている。ある時,興 味本位でやって

きた,残 酷 なことで知 られるある奴隷所有者が,彼 女の説教を聞いた後,彼 女

に手 を差 し伸べ握手 を求めた。その人物 は彼女の説教 を聞 き,「 黒人に も魂が

あることを認めたようだ」 と彼女は記 している。

勇敢 にも保守的な教会 の性差別に挑み,ア フリカン ・メソジス ト・教会で最

初の女性説教者 となったジャリーナ ・リーは,こ の ように して,神 の福音を説

いて回 り,多 くの白人 と黒人 を改宗 させた。だが,彼 女は生涯を通 して徐階を

受 けた聖職者 になることはな く,あ くまで も民間の説教者であ り続けねばな ら

なかった。 自伝 の出版か ら13年 後,同 じく旅の費用 を捻出するために書かれた

『ミセス ・ジャリーナ ・リーの信仰体験 と旅 日誌』 も,「 教会 における性差別主

義 に異議 を唱える ものであ る」 とい うことで,教 会か らの出版が認め られず,

自費出版 された。 この出来事は,伝 道者 としての彼女の生涯を象徴 しているよ

うに思える。

ジルファ ・エローは,ジ ャリーナ ・リー とは異な り,聖 職者 として伝道する

ことを許 された人物である。だが,彼 女 はその前に彼女の信仰 に反対する夫 と

闘わねばならなか った。彼女 は十六歳の時に結婚 し,一 人娘 をもうけている。

彼女の夫は,真 っ当な人物であったが,信 仰心は全 くな く,常 に彼女に信仰を

捨てるようにと説得 した。結局,夫 はその説得に失敗するのだが,彼 女 は神 の



48

声 に応 えられない自分の弱 さに苦 しみ,度 々重い病 に罹 っている。自伝 『思い

出の記』は,宗 教的幻想,神 のお告げ,幻 夢,神 の命等 に満ちているが,そ う

した超 自然的な体験 は,こ うした病の回復期 に訪れた ものである。そ うした中,

彼女は自分の人生 を決定づける宗教体験 をする。夢の中に現れた天使によって,

彼女は野外集会 に参加せ よと告 げられるのである。その声 に応え参加 した野外

集会で,彼 女は 「眼 には見えないが,神 に遣 わ され た神 々 しい人物」 か ら,

「説教せ よ」 と促 される。集会の主催者である牧師 とその教会の許可 を得,説

教壇 に立 った彼女 は,聴 衆に強い霊感 を与える説教 をし,終 に自分の使命 を確

信するのである。彼女 はそのことを次のように記 している。

Ourdearministersstoodgazingandlisteningwithwonderand

astonishment;andthetearsflowedabundantlydowntheircheekswhile

theywitIlessedthewonderfulworksofGod.AfterIhadfinishedmy

exhortation,Isatdownandclosedmyeyes;andthereappearedthe

lightshiningroundaboutmeaswellaswithinme,abovethebrightness

ofthesun;andoutofthatlight,thesameidenticalvoicewhichhad

spokentomeonthebedofsicknessmanymonthsbefore,spokeagain

tomeonthecampground,andsaid,"NowthouknowestthewillofGod

concerningthee;thoumustpreachthegospel;andthoumusttravelfar

andwide."13)

「自分の力ではな く,神 の素晴 らしい業」 によって,聖 職者 たちを驚愕 させ,

感動 させ た彼女 は,そ の説教 を終 えた後,再 び前述 の人物か らの声 を聞 く。

「今,お 前 はお前 に対する神の意思 を知 った。お前 は福音 を説かねばならない。

そ して,遠 く広 く旅 をしなければならない」 と。

その後,エ ローは病に罹 った夫に代 わ り,き つい労働 をして家族 を支えるこ

とになる。夫の死後,彼 女 は黒人の子供のための学校 を開 き,教 師 となるが,

その間 も,神 か らの伝達 は続 く。終 に,彼 女 は苦慮の末,娘 を親戚 に預け,伝
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道 の旅 を開始す るのである。彼女の旅 は東海岸地帯か ら始ま り,勇 敢にも奴隷

州であったバージニアやメ リーラン ドに,そ してワシン トン ・D.C.に 及ん

でいる。常 に捕 らえられ,奴 隷 として売 られるか も知れない恐怖 に苛 まれなが

らも,彼 女の旅は続いた。 自由黒人で女性の聖職者が神の言葉 を説 くというこ

とで,彼 女の行 く先 々には,黒 人,白 人,男 女の別を問わず,多 くの人々が集

まったという。1873年,彼 女 は再び 「眼を見張 るような幻視」を見 る。そ こで,

「遠 く海を渡って神のメ ッセー ジを伝 えよ」 という声 を聞 く。それか ら三年後,

彼女 はロンドンに渡 り,そ こで5年 間を過ごした。その間,彼 女 は多 くの国を

回 り,多 くの友人 を作 り,千 回を越 える説教 をしたとい う。彼女の 自伝はそこ

で閉 じられているため,そ の後の人生 に関 しては不明である。

ジュリア ・A・J・ ブー トも又,信 仰 に無理解 な夫 と,女 性 を差別する教会

制度 と闘い,伝 道者 となった。彼女は18歳 の時,船 員であった人物 と結婚 し,

ボス トンに移住 している。彼女 はそこでアフリカン ・メソジス ト・エ ピスコパ

ル ・シオ ン教会14)に 入 り,救 済の不思議を訴え始める。それに猛反対する夫

の脅 しに屈することな く,彼 女 は家庭で開 く集会 を活発 に行い,説 教者 として

の道を進んでい くのである。やがて,彼 女を信奉する女性信者たちが,彼 女 を

説教壇 に立たせる運動 を起 こす に至る。ボス トンの教区の責任者はそれに反対

し,彼 女の教会はおろか,ボ ス トンでの一切 の布教活動 を禁 じて しまう。 この

出来事に関 して,自 伝の中で彼女は次のように語 っている。

Ihadneveraskedforhispulpit,buthadtoldhimandothers,

repeatedly,thatIdidnotcarewhereIstood-anycornerofthehall

woulddo.TowhichMr.Bemanhadanswered;"Youcannothaveany

placeinthehall."ThenIsaid:"1'llpreachinaprivatehouse."He

answeredme:"No,notinthisplace;IamstationedoverallBoston."i5)

ブー トが求めたのは,教 会の中で話す機会を与 えられることで,決 して説教壇

に立つことではなかった。そ して,彼 女 は,こ の教会の理不尽 な扱いに対 し,
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自分の家で集会を開 くことで応 えたため,分 離派である と告発 されることにな

る。告発 を受 けた彼女は,教 会の上層部に嘆願す るが,そ れは無視 された。

Myletterwasslightinglynoticed,andthenthrownunderthetable.

Whyshouldtheynoticeit?Itwasonlythegrievanceofawoman,and

therewasnojusticemetedouttowomaninthosedays。Evenministers

ofChristdidnotfeelthatwomanhadanyrightswhichtheywere

boundtorespect.16)

引用 にあるように,ブ ー トはその出来事 を,「 あの頃は女性 に与 え られ る公正

さな どはなかった。キ リス ト教の聖職者でさえ,彼 らが尊重すべ きものである

いかなる権利 も,女 性 にはない と思っていた」 と述懐 している。

ボス トンでの布教 を禁 じられた彼女は,思 い を同 じくす る女性 たち とフィラ

デルフィアで非公式な集会を開いたの を皮切 りに,ア フリカン ・メソジス ト・

エ ピス コパル教会の聖職者 と共に,ま た彼 らに招かれて,各 地で活発 な布教活

動 を農開 してい くことになる。1850年 には,ア レゲーニー山脈 を越 え,オ ハイ

オ,デ トロイ ト,カ ナダで説教 をした。彼女 は二十八歳の時,ク リーブラン ド

に定住するのだが,そ の前後に父親 母親 夫 を亡 くし,自 分 も喉を傷め,声

が出なくなるな ど,相 次 ぐ不幸に見舞われている。その後,声 を取 り戻 し,伝

道の旅を再会するが,後 の二十年間,彼 女がクリーブラン ドで どの様な生活 を

送っていたかは,伝 記 にも記 されていず,不 明である。だが,彼 女が1870年 代

初期 に中西部で巻 き起 こった 「神聖復活運動」(HolinessRevival)に 加わって

いたことは,分 かっている。

ブー トが 自伝 『火か ら取 り出 した燃 えさし』を出版 したのは五十六歳の時で

あったが,そ の後の人生 も又不明とされている。だが,そ の間の どこかの時点

で,彼 女はアフリカン ・メソジス ト・エ ピスコパル ・シオン教会か ら,女 性 と

しては初めての執事 の,七 十七歳で亡 くなる前 には,長 老の階位 を授けられた

ということだ。女性 としてこの ような高位についたのは,そ の教会では彼女が
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初 め て で あ っ た。

(4)

以上,ジ ャリーナ ・リー,ジ ルファ ・エロー,そ してジュリア ・A・J・ フ

ー トの三人の黒人女性伝道者の生涯 を,彼 女たちが信仰 を通 じて自己実現 を果

た してい く過程 を辿 りなが ら見て きた。若 くして 自己の魂の救済 を獲得 した彼

女たちは,結 婚により,妻 とな り母親 となって,伝 統的な女性 の生 きかたを踏

襲する。だが,彼 女たちは,最 終的には,両 者 を生 きるよりは,神 の子 となる

道 を選び取 った。聖書 の文言 と自らの強烈な信仰体験から生まれた信念のみを

支 えとし,孤 独 と闘いなが ら,当 時の世俗 と宗教界の人種及 び女性差別に果敢

に挑戦 していった。結果,彼 女たちは,自 力で桁外れな人生 を手に入れること

になるのである。そういう意味で,彼 女たちはもとより,最 初に列挙 した自伝

の著者たち,そ して歴史に即席 を残 さなかった数知れない女性伝道者たちは,

19世 紀アメ リカのキリス ト教世界 に誕生 した,真 正のフェ ミニス トであったと

言 えるだろう。

*本 論は,平 成12年7月 に行 われた黒人研究の会東京例会 における発表に

加筆訂正 した ものである。
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